
2019年（令和元年）８月号 4特集かごしま市民のひろば

自由ケ丘一区町内会
会長　原田 俊之さん

地域振興課
新宮領主任

自由ケ丘一区町内会の三味線コーラス同好会の皆さん

みんなが地域を支える
～町内会でつながろう～

　町内会は、同じ地域に住む人たちが、お互いに協力し合って自
主的に組織している団体で、私たちの最も身近な住民自治組織
です。
　町内会加入率の低下が課題となる中、それぞれの町内会では、
より良い地域にするためのさまざまな活動が行われています。
　「できることを、できる人が、できるときにやる」をモットーに
活動する、自由ケ丘一区町内会の原田会長に話を聞きました。

【地域振興課☎216-1214D216-1207】

〝
町
内
会
に
で
き
な
い

 

こ
と
は
な
い
〞

■〝
日
本
一
き
れ
い
〞と
思
え
る
ト
イ
レ

　
２
０
１
０
年
に
町
内
会
長
に
な
っ
た
頃
、き
れ
い

な
公
衆
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
に
気
付
き
、自
由
ケ
丘

に
あ
る
公
園
の
ト
イ
レ
の
清
掃
を
一
人
で
始
め
ま

し
た
。そ
れ
を
毎
日
続
け
て
い
た
あ
る
日
、「
会
長
の

仕
事
に
集
中
し
て
」と
、町
内
会
員
の
一
人
が
声
を

掛
け
て
代
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
８
年
以

上
、雨
の
日
も
、風
の
日
も
清
掃
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
目
線
で
、も
し
も
の
と
き
の
非
常
品

も
常
備
し
て
い
ま
す
。い
つ
も
き
れ
い
な
ト
イ
レ

で
あ
る
こ
と
で
使
う
人
の
マ
ナ
ー
も
良
く
な
り
、

「
地
域
が
変
わ
れ
ば
人
も
変
わ
る
」と
実
感
し
ま
し

た
。今
で
は
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
公
園
の
ト
イ
レ

を
訪
れ
る
人
も
い
る
く
ら
い
で
す
。

　
ト
イ
レ
清
掃
と
い
う
美
化
活
動
を
き
っ
か
け
に

地
域
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
町
内
会
へ
の
理
解

も
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
地
道
な
声
掛
け
で
町
内
会
加
入
率
は
99
％
に

　
私
が
会
長
に
な
っ
た
と
き
の
町
内
会
加
入
率
は

60
％
程
度
。
未
加
入
の
全
て
の
世
帯
を
訪
問
し
、粘

り
強
く
説
得
し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
回
覧
板
や
役
員
の
輪
番
制
な
ど
、会
員
が
負
担
と

感
じ
て
い
た
こ
と
は
思
い
切
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

「
加
入
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
活
動
の

充
実
を
図
り
、
現
在
の
加
入
率
は
99
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。最
近
は
公
民
館
の
改
修
を
会
員
が
自
主
的

に
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、活
動
費
を
寄
付
し
て
く
れ

た
り
と
、役
員
以
外
の
「
応
援
団
」
も
増
え
て
い
ま

す
。

■
町
内
会
は「
寄
り
合
え
る
場
」で
あ
り
た
い

　
今
の
役
員
は
、み
ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
が
地
域
の
た
め
に
な

り
、「
自
由
ケ
丘
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
い

う
声
を
も
ら
え
る
こ
と
が
素
直
に
う
れ
し
く
、誇
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
地
域
を
支
え
て
、町

内
会
員
が
寄
り
合
え
る
場
で
あ
り
た
い
。町
内
会
に

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

▲

町内会の会員３人が
　交代で毎日清掃
　　使う人の気持ちに寄り添い、
心地よい空間を維持している。

▲「困った時に使って下さい」
と書いた紙箱
　　中身は新品のトランクスや
生理用品。もしものときに誰
でも使うことができる。

 “令和元年６月末からの大雨” 私たちはこう動いた
　町内会の重要な役割である「防災活動」。記録的な大雨が
差し迫っていたとき、地域の避難所への自主的な避難を呼
び掛けるチラシを地図入りで作成し、要配慮者世帯を中心
に声を掛け、配布していきました。
　日頃から地域の居住図や危険箇所を把握しているからこ

そできた防災活動。ただ避難を
呼び掛けるだけでなく「ここに
避難できますよ」と、具体的に伝
えるように心掛けました。

▲居住区の地図や避難を呼びかけるチラシを作成した役員の皆さん

町
内
会
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業

　
〜
新
た
な
発
想
で

町
内
会
加
入
に
つ
な
げ
よ
う
〜

　
町
内
会
の
加
入
促
進
に
つ
な
が
る
事
業
を
提
案
し
、
選
ば
れ

た
団
体
に
対
し
て
、
必
要
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

 

対

象 　
町
内
会
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
事
業

所
等
の
団
体（
町
内
会
の
合
意
が
必
要
）な
ど

 

募
集
事
業 　
町
内
会
加
入
世
帯
が
増
加
し
、
他
の
町
内
会
の

参
考
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
モ
デ
ル
事
業

 

助
成
内
容 　
事
業
の
準
備
や
実
施
に
必
要
な
経
費
の
全
額
を

補
助（
人
件
費
・
消
耗
品
費
・
印
刷
費
な
ど
）

 

助
成
額 　
今
年
度
〜
来
年
度
に
か
け
て
２
０
０
万
円
を
上
限

　
　
　
　
　
　
※
各
年
度
に
つ
き
上
限
１
０
０
万
円

 

申
込
期
限 　
８
月
30
日

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課
☎
216
・
１
２
１
４D

216
・
１
２
０
７

町内会に加入して
地域の絆を深めよう

　住んでいる地域の町内会が分か
らないときは、地域振興課や各支所
へお問い合わせください。

　町内会の取り組みの
実例や、戸別訪問の質
疑応答集を紹介した
「加入促進ハンドブッ
ク」もご活用ください。

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

2019年（令和元年）８月号特集5 かごしま市民のひろば

1 交流の場になっている家具屋の中のカフェ
2 手作りのお惣菜も販売
3 月１回開くカフェ。近隣の人の語らいの場になっています

第３回ワークショップでの話し合いの様子若い目線を活用！　団地の魅力と課題を発見

グループで話し合ったことを発表

西伊敷まちづくり協議
会会長、伊敷団地の商
店街会長などを務めて
いる

 インタビュー 

鹿児島西伊敷三郵便局局長
加藤　俊文さん

団地の未来を
みんなで話そう
　本市にある多くの住宅団地では、人口減少や高齢化
が進んでおり、これらの住宅団地を活力ある団地に再
生するため、2020年度末までに活性化に向けた取り組
みなどをまとめた「団地再生計画（仮称）」を策定する
こととしています。

〝
ま
ず
は
み
ん
な
に

　
知
っ
て
も
ら
い
た
い
〞

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

若い目線を活用！団地の魅力と課題を発見
～大学生の気づき～

  
伊
敷
団
地
が
出
来
た
頃
か
ら
住
み
始
め
、
大
学
進
学

な
ど
で
一
時
離
れ
ま
し
た
が
、
40
年
近
く
こ
の
団
地
に

住
ん
で
い
ま
す
。

　

住
宅
団
地
の
活
性
化
に
向
け
た*

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
と
自
由
な
意
見
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
有
意
義
な
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
話
し
合
い
が
活
発
に
な
る
よ

う
、〝
き
っ
か
け
〞と
な
る
発
言
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
伊
敷
団
地
の
魅
力
や
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
、
伸
ば
し
た
い
と
こ
ろ
や
改
善
し
た
い
と
こ
ろ
を
共

有
し
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ

と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
基
に
団

地
の
活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の

で
、
ま
ず
は
伊
敷
団
地
の
皆
さ
ん
に
存
在
を
知
っ
て
も

ら
い
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
団
地
の
活
性

化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

  

昨
年
12
月
に
始
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

地
域
住
民
の
ほ
か
に
も
保
育
園
や
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
職
員
、
商
店
街
の
店
主
、
西
伊
敷

小
学
校
の
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団

地
内
の
人
だ
け
で
な
く
外
部
の
目
線
と
し
て
大

学
生
な
ど
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
３
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
団
地
の
魅

力
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、「
魅

力
」
を
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
、「
課
題
」

を
克
服
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
… 

地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
話
し
合
い
を
通
し
て
、
自

由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
、
何

か
を
作
り
上
げ
て
い
く
手
法
の
一
つ
。

　団地に長年住んでいると、なかなか気付かない伊敷団地の魅力や課
題を、若い目線で探すために行われた“大学生のまち歩き”。
　その中で見つけた昔からある家具屋さんでは、店舗の一角にカフェ
を開き、近隣の人たちが交流できる場を提供したり、スーパーまで買
い物に行けない人のためにお惣菜を販売したりしていました。
　この他にも地域での見守り活動として月１回カフェを開き、近隣の
高齢者の語らいの場になっているギャラリーもありました。
　高齢者がいつまでも住み続けられる、また若い世代の人たちが帰っ
てきたくなる団地にしたいという思いで始められた２つの取り組み。
自分たちの住む団地を元気にする取り組みを、行政に頼らず、住民自
身がすでに始めています。

1 3

2

　他の２つの団地
（西郷・皇徳寺団地）
と連携するために、
団地対抗運動会など
のイベントをしてみ
たいです。

【都市計画課☎216-1378D216-1398】

造成完了後約50年たつ伊敷団地には、
約8000人が暮らしています。

　
計
画
を
作
る
に
あ
た
り
、
幅
広
い
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
人
口
増
減
や
高
齢
化
率
な
ど
、
タ
イ
プ
の
異
な
る

３
つ
の
団
地（
伊
敷
・
西
郷
・
皇
徳
寺
）で
、
地
域
住
民

や
学
生
な
ど
が
一
緒
に
団
地
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
最
も
高
齢
化
率
の
高
い
伊
敷
団
地
に
住
む

加
藤
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

住宅団地の活性化に向けた詳しい取り組みについては、
ホームページをご覧ください。
（ワークショップでのこれまでの取り組みなどを掲載しています）
鹿児島市　住宅団地の活性化に向けて


